
 

和紙の里で
版画フォーラム2008

編
集
雑
記

編
集
雑
記

編
集
雑
記

ま
ず「
川
越
学
」で
基
礎
固
め

西
部
地
域
の
大
学
連
合
を
目
指
す

跡見学園女子大学花蹊記念資料館

創立者跡見花蹊の精神を今日に伝える

大東文化大学
地域連携センター

キャンパスは知識の宝庫

ア
ロ
エ
を
育
て
る
日
々

ア
ロ
エ
を
育
て
る
日
々

ア
ロ
エ
を
育
て
る
日
々

東　　上　　沿　　線　　物　　語

PR記事の募集
　
本
紙
で
は
、団
体
、サ
ー
ク
ル
な
ど
の
紹
介
、会
員
募
集
、

イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど
読
者
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
記
事
を
募
集
し
ま

す
。情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。掲
載
は
原
則
と
し
て
定
期

購
読
者
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（７）　平成20年　８月 第16号

高
井
　
珠
希

04年のコンテスト

８月２日　ふじみ野市

（
朝
霞
市
）

丸
沼
芸
術
の
森

美
術
鑑
賞
会

アマチュアバンドコンテスト

「たなバトル２００８」

淑
徳
大
学
公
開
講
座（
池
袋
）

栗
原
天
路
先
生
の「
写
経
」講
座

資料館でスタンプラリー 小
児
医
学
研
究
を
支
援

ヤ
オ
コ
ー
・
川
野
会
長

　
埼
玉
県
和
光
市
駅
と
東
京
・

渋
谷
駅
と
を
結
ぶ
地
下
鉄
副
都

心
線
が
六
月
中
旬
開
業
し
、
東

武
東
上
線
の
沿
線
住
民
の
東
京

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
一
段
と
良
く

な
っ
た
。
東
京
の
三
大
副
都
心

を
縦
断
す
る
新
線
は
、
埼
玉
県

民
に
と
っ
て
極
め
て
魅
力
的
で

あ
る
。
筆
者
も
開
業
初
日
、
様

子
を
見
て
み
よ
う
と
東
新
宿
駅

で
乗
車
券
を
買
っ
て
み
た
が
、

混
雑
が
激
し
く
、
乗
り
そ
び
れ

て
し
ま
っ
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も「
日
本
の
地
下

鉄
網
の
充
実
ぶ
り
は
、
す
ご
い
」

の
一
語
に
尽
き
る
。
ク
モ
の
巣

を
張
っ
た
よ
う
な
路
線
は
、
他

国
に
例
が
な
い
だ
ろ
う
。
東
京

・
大
手
町
駅
に
は
地
下
鉄
が
五

路
線
も
通
っ
て
い
る
。

　
六
月
下
旬
に
マ
レ
ー
シ
ア
を

旅
し
た
際
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
の
地
下
鉄
に
乗
っ
て
み
た
。

　
東
京
の
十
三
路
線
と
は
比
べ

ら
れ
な
い
。
他
の
路
線
へ
の
乗

り
換
え
も
不
便
で
あ
る
。
鉄
道

網
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
、
市
民
の
足
は
も
っ
ぱ
ら
車

や
オ
ー
ト
バ
イ
。
通
勤
時
間
帯

の
中
心
街
の
道
路
渋
滞
は
東
京

や
大
阪
よ
り
ひ
ど
い
。

　
同
国
は
渋
滞
対
策
を
公
共
交

通
機
関
の
整
備
で
は
な
く
、
首

都
機
能
を
中
心
街
か
ら
遠
く
離

れ
た
地
域
に
移
転
さ
せ
て
対
応

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
何
も
か

も
東
京
に
集
中
さ
せ
て
い
る
日

本
で
は
、
大
震
災
の
時
の
リ
ス

ク
は
計
り
知
れ
な
い
。
便
利
さ

の
向
上
は
危
険
の
増
大
と
背
中

合
わ
せ
で
あ
る
。「
日
本
を
見
習

え
」
と
い
う
政
策
で
発
展
著
し

い
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
あ
る
が
、

今
度
は
日
本
が
見
習
う
番
か
も

し
れ
な
い
。
　
　
　
泉
沢
　
勉

﹇
編
集
ス
タ
ッ
フ
﹈

編
集
・
発
行
人

　
金
子
　
豊
治
郎
（
雄
一
）

　
泉
沢
　勉
　　　　　岩
瀬
　
翠

　
森
野
　
範
子
　
山
下
　
龍
男

　
金
子
　
敏
満
　
石
橋
啓
一
郎

　
新
美
　
知
驍
　
高
井
　
珠
希

　
江
端
　
美
喜
　
倉
持
　
幸
代

　
城
西
大
学
社
会
シ
ス
テ
ム
学

　
科
新
聞
編
集
部

﹇
寄
稿
﹈
　
　
　
國
分
　
紀
子

　　大
塚
佳
代
子
　
葵
　
和
歌
　

　
写
経
は
元
々
は
仏
道
修
行

で
す
が
、
病
気
平
癒
、
先
祖

供
養
、
あ
る
い
は
心
の
安
ら

ぎ
を
得
る
た
め
の
行
と
し
て

広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
本
講
座
で
は
、
短
い
が
仏

法
の
大
意
が
述
べ
ら
れ
書
き

や
す
い
お
経
で
あ
る
空
海
の

「
般
若
心
経
」や
「
巡
礼
歌
」

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解

説
、
合
わ
せ
て
そ
れ
ら
を
実

際
に
書
く
実
技
講
座
と
し
て

開
催
い
た
し
ま
す
。

　
講
師
栗
原
天
路
先
生
は
、

都
留
文
科
大
学
講
師
、
朝
日

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
講

師
、
書
道
一
元
会
同
人
・
理

事
・
審
査
員
。

☆
日
時
・
８
月
21
日
、
22
日

　
各
10
時
〜
12
時
　
☆
定
員

・
50
名
　
☆
受
講
料
・
５
千

円
☆
申
し
込
み
・
淑
徳
大
学

池
袋
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
０
３
・
５
９
７
９
・
７
０

６
１

　
ス
ー
パ
ー
、
ヤ
オ
コ
ー

（
本
社
川
越
市
）の
川
野
幸
夫

会
長
は
、
自
ら
設
立
し
た
財

団
を
通
じ
て
小
児
医
学
研
究

に
対
す
る
助
成
を
続
け
て
い

る
。
昨
年
ま
で
で
延
べ
二
百

名
に
助
成
金
を
交
付
、
今
年

度（
第
19
回
）も
一
般
枠
、
若

手
枠
合
わ
せ
、
計
十
五
名
の

対
象
者
が
決
定
し
た
。

　
川
野
会
長
は
、
同
社
社
長

で
あ
っ
た
一
九
八
二
年
に
長

男
の
正
登
君
を
ウ
イ
ル
ス
性

脳
炎
と
い
う
病
気
で
亡
く
し

た
。
そ
れ
を
機
に
小
児
医
学

の
向
上
に
貢
献
し
よ
う
と
、

私
財（
ヤ
オ
コ
ー
株
五
十
万

株
と
三
億
円
）を
投
じ
て
九

〇
年
に
「
川
野
小
児
医
学
奨

学
財
団
」（
川
野
理
事
長
）を

設
立
し
た
。

　
同
財
団
は
毎
年
、
優
れ
た

小
児
医
学
の
研

究
者
に
対
す
る

研
究
費
の
補

助
、
小
児
科
医

師
を
目
指
す
医

学
生
へ
の
奨
学
金
の
貸
与
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
研
究
費

助
成
は
、
埼
玉
県
内
の
高
校

を
卒
業
す
る
か
県
内
に
在
住

す
る
研
究
者
が
対
象
で
上
限

三
百
万
円
、
毎
年
十
名
程
度

に
支
給
。
昨
年
度
か
ら
、
別

に
若
年
研
究
者
枠
も
設
け
、

合
計
約
三
千
万
円
の
助
成
金

を
交
付
し
て
い
る
。

　
今
年
度
交
付
は
、
一
般
枠

は
辻
陽
一
郎
氏（
防
衛
医
科

大
学
校
）、
浜
野
晋
一
郎
氏

（
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
）

ら
十
名
、
若
手
枠
は
三
浦
健

一
郎（
東
京
大
学
医
学
部
付

属
病
院
）ら
五
名
。
来
年
度

分
は
今
年
九
月
末
か
ら
十
一

月
に
か
け
て
公
募
す
る
。

　
奨
学
金
は
県
内
の
高
校
を

卒
業
し
た
医
学
生
が
対
象

で
、
今
回
新
た
に
五
名
に
支

給
が
決
定
し
た
。

　
こ
の
他
、
毎
年
小
児
医
学

に
お
い
て
優
れ
た
業
績
を
あ

げ
た
国
内
研
究
者
に
「
小
児

医
学
川
野
賞
」（
賞
金
百
万

円
）を
授
与
し
て
お
り
、
今

年
度
は
三
名
に
贈
呈
さ
れ

た
。

　
医
学
研
究
分
野
に
お
け
る

企
業
の
社
会
貢
献
活
動
は
非

常
に
珍
し
い
。

　
夏
休
み
に

親
子
で
資
料

館
を
回
り
、

ス
タ
ン
プ
を

集
め
ま
し
ょ

う
。

　
入
間
東
部

地
区
文
化
財

保
護
連
絡
協

議
会
で
は
、

資
料
館
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
２
市
１
町
の
参
加
７
館

（
ふ
じ
み
野
市
立
上
福
岡
歴

史
民
俗
資
料
館
、
同
大
井
郷

土
資
料
館
、
同
福
岡
河
岸
記

念
館
、
富
士
見
市
市
立
水
子

貝
塚
資
料
館
、
同
難
波
田
城

資
料
館
、
三
芳
町
歴
史
民
俗

資
料
館
、
同
旧
島
田
家
住

宅
）
に
あ
る
ス

タ
ン
プ
を
集
め

る
と
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
が
も

ら
え
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

は
、
上
福
岡
歴

史
民
俗
資
料
館

（
０
４
９
・
２

６
１
・
６
０
６

５
）
ま
で
。

　
朝
霞
市
上
内
間
木
の
作
家

村
、「
丸
沼
芸
術
の
森
」
で

は
、
毎
月
美
術
鑑
賞
会
が
開

か
れ
て
い
る
。
所
蔵
す
る
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
美
術
愛
好
家

な
ど
に
公
開
し
、
地
域
文
化

の
向
上
を
図
る
の
が
目
的

だ
。

　
丸
沼
芸
術
の
森
は
、
丸
沼

倉
庫
社
長
の
須
崎
勝
茂
氏
が

若
い
芸
術
家
に
制
作
活
動
の

場
を
提
供
す
る
た
め
に
二
十

五
年
前
に
開
か
れ
た
。
現
在

は
彫
刻
・
陶
芸
・
版
画
・
絵

画
な
ど
十
一
名
の
作
家
が
活

動
す
る
。
ま
た
、
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
・
ワ
イ
エ
ス
、
ベ
ン
・

シ
ャ
ー
ン
を
は
じ
め
国
内
外

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
多
く
所

蔵
し
て
い
る
。

　
６
月
21
日
の
鑑

賞
会
＝
写
真
＝
で

は
、
所
蔵
す
る
画

家
・
藤
田
嗣
治
の

作
品
を
披
露
。
須

崎
氏
は
挨
拶
で
、

同
所
に
ア
ト
リ
エ

を
持
つ
村
上
隆
氏

の
作
品
の
一
つ
が

最
近
国
際
的
な
美

術
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
16
億
円
で
落
札
さ
れ
た
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
を
紹
介
。
大
竹

輝
明
学
芸
員
が
藤
田
嗣
治
に

つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た

後
、
参
加
者
同
士
芸
術
談
義

に
花
が
咲
い
た
。

　
「
も
し
ウ
チ
ら
が
逮
捕
さ

れ
た
場
合
…
」
声
を
潜
め
て

夫
に
尋
ね
る
。「
名
前
の
後
ろ

は
（
無
職
）
に
な
る
の
か

な
？
」

　
「
う
ん
…
あ
る
い
は
（
自

称
自
営
業
）
と
か
だ
ろ
う

な
」
と
夫
は
答
え
た
。

　
６
月
の
あ
る
晴
れ
た
日
曜

日
、
陽
だ
ま
り
の
中
で
犬
を

優
し
く
撫
で
な
が
ら
、
夫
婦

は
暗
澹
と
し
た
気
持
ち
に
包

ま
れ
て
い
た
。

　
「
や
は
り
そ
う
だ
ろ
う

ね
」
と
私
は
呟
い
た
。「
ち
ゃ

ん
と
仕
事
し
て
い
る
ん
だ
け

ど
」

　
決
し
て
犯
罪
行
為
に
手
を

染
め
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
近
々
逮
捕
さ
れ
る
よ
う

な
予
定
も
な
い
が
、
法
的
に

は
「
無
職
」
と
規
定
さ
れ
る

現
状
を
憂
い
、
つ
い
そ
ん
な

こ
と
を
考
え
る
。

　
「
ご
覧
、
庭
が
散
々
だ

よ
」
前
方
を
指
差
す
私
。
ご

近
所
は
年
配
の
方
が
多
い
せ

い
か
、
ど
こ
の
家
の
庭
も
綺

麗
に
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
比
べ
我
が
家
の
庭
は

荒
れ
放
題
、
ま
る
で
空
き
家

の
庭
だ
。

　
「
あ
あ
。
こ
れ
、
わ
ざ

と
」

　
え
！
そ
う
だ
っ
た
の
？
知

ら
な
か
っ
た
よ
。
で
、
ど
う

い
う
意
味
か
と
問
い
質
す

と
、「
こ
ん
な
荒
れ
た
庭
の
家

に
泥
棒
に
入
ろ
う
な
ん
て
誰

も
思
わ
な
い
で
し
ょ
？
防
犯

の
た
め
」
と
夫
は
に
べ
も
な

く
答
え
た
。

　
「
へ
え
ー
す
ご
い
ね
。
す

ご
い
先
見
の
明
が
あ
る
ね
。

で
も
さ
、
せ
め
て
庭
く
ら
い

は
生
活
感
を
出
し
た
い
わ
」

　
「
そ
う
か
な
」

　
「
う
ん
。
な
ん
か
植
え
て

み
よ
う
よ
。
ア
ロ
エ
な
ん
か

ど
う
？
食
べ
ら
れ
る
よ
」

　
「
へ
え
。
僕
は
食
わ
ん
け

ど
別
に
い
い
よ
」

　
「
じ
ゃ
あ
、
早
速
買
い
に

行
こ
う
」

　
と
、
い
う
わ
け
で
ア
ロ
エ

を
買
い
に
行
っ
た
。
買
い
に

行
っ
た
は
い
い
が
、
ど
こ
に

売
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な

い
。

　
わ
か
ら
な
い
の
で
、
そ
れ

ら
し
い
店
に
入
っ
て
大
き
な

声
で
聞
い
て
み
る
。
ア
ロ
エ

は
あ
り
ま
す
か
。

「
ア
ロ
エ
？
キ
ダ
チ
か

ね
？
」
と
、
店
の
人
。

　
「
い
え
、
ベ
ラ
の
ほ
う
で

す
。
食
べ
ま
す
の
で
」
と

私
。

　
あ
あ
、
ベ
ラ
ね
。
と
言
い

残
し
て
店
の
人
は
い
か
に
も

店
の
人
ら
し
く
、
店
の
人
で

な
い
と
入
れ
な
い
店
の
奥
へ

と
消
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
待
つ
こ
と
三
分
、
戻
っ
て

き
た
店
の
人
は
、「
な
い
。」

と
、
簡
潔
に
述
べ
た
。
そ
し

て
こ
う
も
言
っ
た
「
あ
れ
う

ま
い
ん
だ
よ
ね
。
料
理
に
も

使
え
る
し
」

　
そ
う
な
ん
で
す
。
ク
セ
が

な
い
ら
し
く
て
…
ま
ぁ
他
当

た
っ
て
み
ま
す
。
と
言
っ
て

帰
ろ
う
と
す
る
と
、
店
の
人

は
、「
あ
た
し
は
食
っ
た
こ
と

ね
え
ん
だ
け
ど
さ
」
と
つ
ま

ら
な
そ
う
に
呟
い
て
奥
へ
引

っ
込
ん
だ
。

　
結
局
ア
ロ
エ
は
後
日
通
販

で
購
入
し
た
。
到
着
す
る
や

否
や
、
い
そ
い
そ
と
夫
婦
で

鉢
植
え
に
し
、
庭
の
一
等
地

に
配
置
す
る
。
日
当
た
り
も

抜
群
、
い
つ
か
庭
を
埋
め
尽

く
す
ほ
ど
繁
殖
し
て
く
れ
る

に
違
い
な
い
。

　
「
ふ
ふ
」
思
わ
ず
気
味
の

悪
い
笑
い
声
が
漏
れ
る
。「
こ

れ
で
毎
日
ア
ロ
エ
ヨ
ー
グ
ル

ト
が
食
べ
ら
れ
る
ね
」

　
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
」
と

夫
。「
ア
ロ
エ
を
よ
く
見
て
ご

覧
、
考
え
て
み
な
。
毎
日
む

し
っ
て
食
っ
て
た
ら
大
体
二

週
間
で
な
く
な
る
よ
」

　
え
？
考
え
て
み
り
ゃ
、
そ

う
だ
な
…
。
そ
う
な
っ
た
ら

元
の
木
阿
弥
だ
。
こ
こ
は
我

慢
の
し
ど
こ
ろ
、
と
い
う
わ

け
で
、
今
は
食
べ
る
こ
と
も

せ
ず
ひ
た
す
ら
に
ア
ロ
エ
を

育
て
る
日
々
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
寄
居
町
）

　
50
年
以
上
の
歴
史
を
誇

る
、
ふ
じ
み
野
市
「
か
み
ふ

く
お
か
七
夕
ま
つ
り
」
が
８

月
２
、
３
日
開
か
れ
る
が
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
ア
マ
チ
ュ

ア
バ
ン
ド
の
コ
ン
テ
ス
ト

「
た
な
バ
ト
ル
」
が
、
２
日

午
後
１
時
半
か
ら
５
時
ま
で

市
内
上
福
岡
中
央
公
園
内
ス

テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
る
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
平
成

13
年
度
か
ら
４
年
間
開
催
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
市
の
合
併

な
ど
に
よ
り

休
止
と
な
っ

て
い
た
。
今

回
４
年
ぶ
り

に
復
活
す

る
。

　
ア
マ
チ
ュ

ア
バ
ン
ド
で

あ
れ
ば
誰
で

も
参
加
で

き
、
デ
モ
テ

ー
プ
審
査
を

通
過
し
た
６

バ
ン
ド
が
バ
ト
ル
を
繰
り
広

げ
、
優
勝
、
準
優
勝
、
ベ
ス

ト
ボ
ー
カ
ル
賞
、
ベ
ス
ト
ギ

タ
リ
ス
ト
賞
な
ど
表
彰
さ
れ

る
。


